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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、好調な企業収益を背景に雇用情勢の改善が見られるなど、全

体としては緩やかな回復基調が続きました。しかし、中国をはじめとする新興国の景気減速や原油価格の下落、地政

学的リスクの顕在化など、先行きは不透明な状況となっています。

 当社グループが関連する業界におきましては、再生可能エネルギー、省エネ需要が継続しており、事業環境は概ね

堅調に推移しました。

 このような状況下、当社グループは、本年度より新３ヶ年中期経営計画『CI・A（Action）－3』をスタートさせ、

今後も成長が見込まれる環境・エネルギー関連分野に注力し、基幹ビジネスの強化とニュービジネスの拡大による強

いビジネスモデルの創造に取り組んでおります。

 その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高につきましては79,475百万円（前年同期比1.3％減）、経常

利益につきましては2,315百万円（前年同期比298百万円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては

1,504百万円（前年同期比208百万円増）となりました。
 
セグメント別の営業の概況

 (単位：百万円) 
 
    前第３四半期連結 

累計期間 

当第３四半期連結 

累計期間 

増減率 

    増減額 

ＦＡシステム事業 
売 上 高 30,295 30,207 △0.3%

経常利益 1,175 1,543 368

ビル設備事業 
売 上 高 10,201 10,293 0.9%

経常利益 44 45 0

インフラ事業 
売 上 高 18,318 19,066 4.1%

経常利益 14 60 46

情通・デバイス事業
売 上 高 21,727 19,908 △8.4%

経常利益 660 572 △87
 
①FAシステム事業

 FA分野では、主力のコントローラー、駆動制御機器が半導体製造装置メーカーや食品業界を中心とした機械装置

メーカー向けに順調に推移しました。 

 産業メカトロニクス分野では、省エネ補助金制度を活用した設備導入が活発であったことにより、放電加工機・

レーザ加工機が堅調に推移しました。 

 一方、産業システム分野では、前期に船舶向け電気設備の大型案件があったことが影響し大幅な減少となりまし

た。 

 その結果、当該事業としては0.3%の減収となりました。 
 
②ビル設備事業 

 空調・冷熱分野では、省エネを目的とした更新需要に支えられ、低温機器、空調機器が堅調に推移しましたが、

住宅設備機器は苦戦しました。 

 設備機器分野では、情報・通信事業者の設備投資意欲を背景に、受変電機器が好調に推移しましたが、昇降機は

前年割れとなりました。

 その結果、当該事業としては0.9%の増収となりました。 
 
③インフラ事業

 交通分野では、車両部品が投資案件の端境期で苦戦しましたが、列車無線は前年並みで推移し、受変電設備は大

口案件があり大幅な増加となりました。 

 社会システム分野では、官公庁向ビジネスは低調に推移しましたが、再生可能エネルギー関連ビジネスとして太

陽光発電システムが堅調に推移しました。 

 その結果、当該事業としては4.1％の増収となりました。 
 
④情通・デバイス事業

 情報通信分野では、セキュリティに関する需要継続により、画像映像システムが堅調に推移しました。 

 半導体・デバイス分野では、パソコン等の需要減少に伴い、ハードディスクドライブ用のIC・メモリが低調に推

移しました。また、産業用パワーデバイスも中国での設備投資鈍化の影響を受け低調に推移しました。 

 その結果、当該事業としては8.4％の減収となりました。 
 

- 2 -

㈱カナデン (8081) 平成28年３月期 第３四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、68,843百万円（前連結会計年度末比8,924百万円減）となりま

した。

 流動資産は、57,142百万円（前連結会計年度末比9,666百万円減）となりました。これは、前連結会計年度末と

比較して、受取手形及び売掛金が8,330百万円減少、有価証券が1,799百万円減少、商品及び製品が1,165百万円増

加したことが主要な要因であります。

 固定資産は、11,701百万円（前連結会計年度末比741百万円増）となりました。これは、前連結会計年度末と比

較して、投資有価証券が113百万円減少、長期預金が1,000百万円増加したことが主要な要因であります。

 一方、流動負債は、28,275百万円（前連結会計年度末比9,322百万円減）となりました。これは、前連結会計年

度末と比較して、支払手形及び買掛金が9,619百万円減少したことが主要な要因であります。

 固定負債は、2,754百万円（前連結会計年度末比177百万円減）となりました。

 純資産は、37,813百万円（前連結会計年度末比575百万円増）となりました。これは、前連結会計年度末と比較

して、親会社株主に帰属する四半期純利益を1,504百万円計上、配当金の支払が844百万円あったことにより、利益

剰余金が660百万円増加した一方で、その他有価証券評価差額金が77百万円減少したことが主要な要因でありま

す。

 その結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は54.9％、１株当たり純資産額は1,254円10銭と

なりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績については、現時点では平成27年５月14日に公表しました業績予想から変更しておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,922 4,662 

受取手形及び売掛金 36,690 28,360 

有価証券 18,897 17,097 

商品及び製品 3,398 4,564 

原材料及び貯蔵品 3 1 

繰延税金資産 767 387 

その他 2,162 2,095 

貸倒引当金 △34 △26 

流動資産合計 66,808 57,142 

固定資産    

有形固定資産 4,242 4,158 

無形固定資産 203 184 

投資その他の資産    

その他 6,556 7,395 

貸倒引当金 △42 △37 

投資その他の資産合計 6,514 7,358 

固定資産合計 10,959 11,701 

資産合計 77,768 68,843 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 31,580 21,960 

未払法人税等 1,461 238 

引当金 1,697 708 

その他 2,858 5,367 

流動負債合計 37,597 28,275 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,681 1,658 

その他 1,250 1,095 

固定負債合計 2,932 2,754 

負債合計 40,530 31,029 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,576 5,576 

資本剰余金 5,359 5,359 

利益剰余金 22,989 23,650 

自己株式 △127 △128 

株主資本合計 33,797 34,457 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,637 1,559 

土地再評価差額金 1,484 1,484 

為替換算調整勘定 208 193 

退職給付に係る調整累計額 94 109 

その他の包括利益累計額合計 3,425 3,347 

非支配株主持分 15 8 

純資産合計 37,238 37,813 

負債純資産合計 77,768 68,843 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 80,542 79,475 

売上原価 70,426 69,151 

売上総利益 10,116 10,324 

販売費及び一般管理費 8,199 8,085 

営業利益 1,917 2,238 

営業外収益    

受取利息 25 23 

受取配当金 109 101 

仕入割引 18 19 

為替差益 17 - 

その他 21 44 

営業外収益合計 191 189 

営業外費用    

支払利息 6 5 

売上割引 48 46 

手形売却損 9 9 

債権売却損 20 15 

為替差損 － 25 

その他 7 10 

営業外費用合計 92 112 

経常利益 2,016 2,315 

特別利益    

投資有価証券売却益 138 - 

特別利益合計 138 - 

特別損失    

固定資産除却損 5 3 

投資有価証券評価損 22 - 

特別損失合計 27 3 

税金等調整前四半期純利益 2,127 2,311 

法人税、住民税及び事業税 517 396 

法人税等調整額 325 417 

法人税等合計 842 813 

四半期純利益 1,284 1,498 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △12 △6 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,296 1,504 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 1,284 1,498 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 579 △77 

為替換算調整勘定 42 △14 

退職給付に係る調整額 32 14 

その他の包括利益合計 654 △77 

四半期包括利益 1,938 1,420 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,950 1,427 

非支配株主に係る四半期包括利益 △12 △6 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

  FAシステム事業 ビル設備事業 インフラ事業 
情通・ 

デバイス事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 30,295 10,201 18,318 21,727 80,542 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

185 92 45 63 387 

計 30,480 10,294 18,363 21,791 80,930 

セグメント利益 1,175 44 14 660 1,894 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

 報告セグメント計 1,894

 全社費用（注） 122

 四半期連結損益計算書の経常利益 2,016

     （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

  FAシステム事業 ビル設備事業 インフラ事業 
情通・ 

デバイス事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 30,207 10,293 19,066 19,908 79,475 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

138 64 2 88 292 

計 30,345 10,357 19,068 19,996 79,767 

セグメント利益 1,543 45 60 572 2,222 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

 報告セグメント計 2,222

 全社費用（注） 92

 四半期連結損益計算書の経常利益 2,315

     （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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